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翻 刻 並 び に 注 一一一
岩 井 憲 幸
例 言
一 本稿 は静嘉 堂文庫所 蔵 『文法 規範』六 巻五冊(巻 五 は欠)の うち
,さ き
に発表 した巻一 ・巻二 の翻刻 に続 く,巻 三 の翻刻 で ある。以下続刊 とす る。
巻一・翻 刻:本 誌 通 巻379号,'2004年1月,pp.55-87.巻二 翻 刻:本 誌通ど
巻'388号,2005年1月,pp.69-109.
-s書 誌 事 項 は 巻 一 凡 例 に 譲 る
。 た だ し巻 三 本 文 全18葉 。
一 翻 刻 の 方 針 も 巻 一 凡 例 お よ び 巻 二 例 言 に 譲 る
。
一 参 考 文 献 リ ス トに 次 の5点 を 追 加 す る
。 こ れ ら は 主 に ロ シ ア 語 の 諸 形 態
を 確 認 す る た め に 用 い た 。
DAHCCCP,VaHcTHTYTpyccKoroH3blKa,CBoAHbltic皿oBapLcoBep㍍feHHo蒔
pyccK面皿eKcHKH,T1・一・2,M.,1991.
2)A.H.Ky3HeqoBa-T.Φ.E(1}peMoBa,CnoBapbMopOleMpyccKorofl3blKa,M.,
1986.
3)HayqHo-pe丑aKuHoHIIbユロcoBeTH3八－Ba《C.9.》'一'Bblgnc"nTenbHblPtIKeHTp
AHCCCP,06paTHb]ticnoliapbpyccKoroE3blKa,M.,1974.
4)R.Greve-B.Kroesche-M.Vasmer,RussischesrUcklaufiges
WOrterbuch,Berlin-Wiesbaden,1959.
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5)A.Garbell,DasrussischeZeitwort(Konjugation-Betonung・Rekti-
on),Berlin-Sch6neberg,190玉.
`
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巻
」(表紙)
注(1)「魯語 」 の2字 京 大 本 な し。
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學ω1
語r－ 二 三 四 五 六』ω
小 能 所 中 再 両 助
成 働 働 性 蹄 働 動
巻 動 動 動 動 動 詞5
二 詞 詞 詞 詞 詞
裏
魏 動詞轄移O同 轄動詞 ノ轄移二二種 有 リ。其一・・、
直 説 法 ノ現 在 時 単 複 ニノ第 二 名 ノr第一・名ハ我第二名ハ爾第三名・・彼以下肪之』(2}時ハ其 動
詞,語 尾 。匹i;偽 ス。即 ㍍H。 蒜2～・・ト云。如。.ぴ ・其二,語 尾 。_・ ・ト
ホハ　ス
為 ス。即Thllllo6Mlllli(8)ト云 ヵ如 シ。r語二lhテ把en(3)ト又n-s{7)rトナス■アルヲ云』田○(6)
不 轄(9〕動 詞 ハ轄 移 甚 多 端 且 其 詞 ノ哨 二曲 テ轄 例 ヲ異 ニス。 故 二足 ・、
習 練 ノ功 ヲ積 マサレハ知 μ得 ルコト難 シ。 因 テ今 他 方 ノ人 二示 シ書 スコト能 ハサル也 。
」(1オ)
注(1>「學語 小 成 」 の名 称 は こ こで初 め て 出 て くる。 「文 法 規範 巻 三 」 は1ウ に再掲
され て い る。c£ 「語 學 小成 巻 之 四」 「俄羅 新語 學 小成巻 六 」。「語學 」 「學 語」 は い
ずれ もrpaMMaTMKaの訳語 。 巻1の1オ 参 照。 「學 語小 成」 と 「文法 規 範」 との関
係 は不 明 だが,後 者 に さ らに語 彙 集 の ご と き もの を加 え 含 め て,体 系 的学 習 ・研
究 書 を 企 図 した名称 か 。(2)京 大 本 も朱 筆 。(3)正:emb、田 とTの 筆 記 体 で の
字 形 の近似,sとbの 字 形 の近 似 に よ る誤 り。(4)朱線 。 京 大本 な し。{5}正:
yHTae皿b.{6}朱丸 。 京 大 本 も同 じ。(7)正:Hlllb.{8)正:nro6nmb.(9)「不 」
と 「轄 」 の間 に 「同」 字 が あ りこれ を朱筆 で抹 消。 京大 本 も同 じ。
文法規範巻之三 馬場貞 出語述足立信顕ω参考上原有次校閲ω
恥HCTBe皿bHHe(3)rllaronb.(`)
能働動 詞 、
此節奉ル者ハ能働 動詞 ノilK)6mbト云 フ語 ノ直説法使令法
不定法及 ヒ分動 詞切断分 動詞 ノ縛移 スル例 ヲ示 ス。
HaKJIOIIeHieH3b"BnTenblloe.
直 説 法
BpeMHHacTo牙叫ee.
現在
1
5
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単称
『愛ス』㈲
.男[皿K}6HＬIK}(6)[.]
復称
『愛ス』(5)
Mbl皿06MMS.」(1ウ)
10
注{1}「 顕 」 マ マ 。 「信 頭 」 と も。 ② こ の タ イ トル 全 体 が,な ぜ こ の 位 置 に あ る の
か 不 明 。(3)は じ めABnCTBUTenbHbleとあ り,語 中 の －HT－を 朱 で 抹 消 。 京 大 本 は
－H－の み を 朱 で 抹 消 。 正= ,1laSticTBHTe皿bHblc.'なおABticTBmenbHblerAaronblにつ い
て は 巻2.22オ を 見 よ 。(4)正:r皿arOllbl.⑤ 京 大 本 も 同 じ く朱 筆 。(6)正:
nH)611ro.
TblJIK)6Hmb,(1〕
『男 』(幻
OH5JIIo61{Tb.
『女 』(2)
OHaJ]K)6HTb.
『中』(2)
OHO皿K)6HTち.
Bbi皿iO61iエe.
『男 」(2)
OHvaJm6HTL.(3)
『女 』⑫)
OHS皿ro6fiT'b.(4)
Bp:flpo皿leA田eeHeenpeABneHHee.(5)
1
5
過去不定
『愛 シ タ リ シ』(6)
刃JIK}6H∫IL-a.
TblJiK)6HfiL-a.
OHちJI}06HJI石.
OHaJIIo6HJIa.
OHOJIK)6H皿o.
MblJIK}6HJIH.
BblJll{〕6HJIH.
::1}-6-m
」(2オ)
10
注{1}正:nro6nmb.(2}京 大 本 も朱 筆 。{3)正:jiK)6fl'rb.(4)はじめnlo6Hl・bとあ っ
た －M・をflと 訂 正 し,さ ら に 墨 に て 下 にflと 書 く 。 京 大 本 も 同 じ。 ⑤ 正:
HeonpeAbneHHoe.なおBpe"sAnpo皿enmeeHeo叩e,ll'AJieHHOe等の 時 制 に つ い て は 巻
2.27ウ以 下 お よ び27ウ 注(5)を 見 よ。(6)京 大 本 も朱 筆 だ が 「愛 」 の み 。(7)正:
nK)6Mnu.
B:理o皿e四 田eeCoBepllleHHee.ω
全過去
『愛 シ タ』(2)
皿K)6"Jiち－a. MblJIK〕6HJ田.
1
TH」1K)611」lrb. BblJ]K〕6MJIII.
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OHbntO6uab.
蕊 ご::8:1}"・6H・U・
B:npo皿le丑皿leeo21HoKpaTHoe.(D
過 去 一 阻1
『愛セシ』(カ
Tbl
OIIs
OHa
OHO
nOJ]K)6数m玉,
BO3JJIo6H皿ち[
・ ・ ■ ● ● ■
,
・ ・.一 ● ■ ■
,
り
・….㍉
nOJIK)6H皿a,
BO3」1K)6HJIa.
no∬K)6}lno,
BO3nro6H皿o.
]-a.③Mbl
Bbl
dHH
l
OHB
皿0皿K)6H皿1{,
BO3JIK)6HＬIH.
・..一 ● ● ・
,
… ■ ● ●
,
}
nOＬIK)6H皿a,〔4)
BO3JIK}6mm.
」(2ウ)
5
工0
15
注{1}こ れ らの 過 去 時 制 に つ い て は巻2 .28オを 見 よ。 さ ら に巻2.27ウ注(5)も参 照 。
{2)京大 本 も朱 筆 。{3}
.兄をaに 訂 正 か。{4)正=nontO6HJm.
Tbl
OHb
OIIa
OHO
B:
?
?
?
?
B:叩o皿eA皿eeHeo珊 ・KpaTHHoe.ω
過 去 数 回
}-6-・[・]批 一1… 土(3)
」m611Baユ ω 、
ご ご::llll}JII・6・・anH…)
6y凪y叫eeHeonpeABIIeHHoe.(6)
未 来否 定
『愛 セ ラ シ テ 』C7)
6yAy珊{〕611Tb.Mbl6yAeMbJIK〕6HTB .㈹
6yAell」玉(9)JIKハ6HTL.Bbl6y双eTemo6HT'b .(10)
1
5
10
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OH5
OHa
OHO
HO刑K}61fR,(11>
6yＬlei'bnro6mb. :二1]6…T'…2・n・6・'・…])(3オ)
15
注U)正:HeoAHoKpaTHoe.こ の 時 制 に つ い て は 巻2.28オ を 見 よ 。 さ ら に 巻2.27ウ
注(5)も 参 照 せ よ 。{2)正:」 」ro60Banb,以下 表 中 のntO6M－はnlo60一の 誤 り。(3)
正:nK}60BaHsi.(4)正:nro60BaJia.{5)正:nro60Bano,{6}正=HeonpeABneHHoe.
こ の 時 制 に つ き 巻2.28オ,巻2.27ウ 注(5)参 照 。{7)京 大 本 も 朱 筆 。{8)正:
Jlro6nTb.(9)正=6yAell]b.{10正:llK)6mb.01)この 語 全 体 を 朱 筆 で 抹 消 。 京
大 本 も 同 じ。a2)正:6yAyrb.
B6yAy叫eeo丑HoKpamlHωCoBep－
llieHHoe.(2)未来 一 回O未 來
『愛セラ レヤウ』陶
T鮎1
IIOJIK}6JIK},
BO3.皿K)6丑10.
no皿K}6n皿ちω
BO3」IIO6H皿ち(4)
§蓋}:㌫蹴.
IIOJIIO6MM「b,Mbl
BO3皿06MMb.
'
no皿KO6me,
BHBO3nio6me
.
::g}=霊鑑
5
HaK皿oHeHieIloBHJIHTenLHoe.(5)
『愛サ シメン』(3)
ノlaJ旺06∬lo.
『愛 セ ヨ』(3)
JIK)6H.
r愛サ シメ ヨ』(3)
丑aJIK}6"T"b.
使令法⑥
男
女
中
Aa∬m60M玉.ω 男
Jlro6MTe.
[ノla]∬K}6fiTb.
女
中」(3ウ)
10
注(1)正:OAHOKpaTHoell.{2)こ れ ら の 時 制 す な わ ち 「未 来 ・・回 」 お よ び 「未 来 」
に つ い て は 巻228ウ お よ び 巻2.27ウ 注(5)を 見 よ 。(3)京 大 本 も 朱 筆 。{4)正 ニ
ーAK)6HLIIb.(5)正:nOBenHTenbHoe.⑥ 「使 令 法 」 下 に 示 さ れ る 諸 形 態 お よ び 説 明
の 日 本 語 に は 混 乱 が あ る 。Lで は 〈HaKＬloHe曲noBemlTe皿bHaroBpeM∬HacTo凪ee,〉
と し て,ま ず 〈EAvlHcTBeH.〉に 〈月BHraficfl,TblJIBHraitcfl.;OHsa,o,ABHrancH,lmlI
nycK頭 胆HraeTc別.〉,つい で くMHo}KecTBel{.〉に 〈ABHr甜Tecb,耶Hra口TecbBH.;OHIf
丑BIlra酋TecL,HnHnycKannBHraroTcfl.〉と 例 示 す る 。Kも 同 様 で あ る 。 単 純 に い え ば,
Lの 〈IlyCKati>を〈Aa>に 置 き か え,か つ1人 称 を 加 え た もdiが,こ こ に 示 す 表 で
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あ る と い って よ い 。2人 称 ・単 ・複 ・命 令 形 は そ の ま ま。 ま た 〈na>に置 き か え
場 合 の ニ ュ ア ンス の ち が い に つ い て 説 明 が な い(例 え ば グ レー ボ ブ,1898,p.143
参 照)。 よ っ て 表 の 〈男 ・女 ・中 〉 は そ れ ぞ れ 第1人 称 ・第2人 称 ・第3人 称 で
あ り,誤 っ て い る。 ま た3人 称 ・複 数 の 〈fiKO6Al・s>の前 に 〈Aa>があ る べ き で あ
る。(cfi6ウの 使 令 法 。)ま た1人 称 ・単 数 〈Aa∬ro611ro.〉は ふ つ う示 され な いが,
古 くは許 容 され る形 とみ られ る。 な お,「 使 令 法 」 に つ い て は巻2 .26オを 見 よ 。
{7}正:頂06HMる,
HaK皿oHeHieHeOfipeABneHHoe.ω
不 定 法
1
『愛セヨ」(2)
JliO6HTb.
IlpaqacTHrJIaroJlb.㈲JIBHnpaqacTHr.ω
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
分動詞.㈲
『愛 ス ル 』〔2)
JIIo6月岬.(6}
『愛 シ タ リ シ』(2)
JIK)6HBHIi黄.
r愛 セ シ タ ル』{9)
JIIo6HBIIIi員.
『愛 セ シ』(2)
Ho頂06HBIIIi",⑩
Bo3皿K)6HB]iiiiti.
JIK)6JmBaBllliti.(ll)
切断分動詞.
■K)6fl叫H,m∬K)6兄.
JIK)6BlllH,(8)J'liO6HBS.
JIK)6HB皿H,∫IliO6HBS.
rlo∬K)6HBIIIH,no皿K}6MBS,
Bo3』1K)6HBIII".Bo3皿K)6"Bb.
Jho6nHBaBIHH,JIH)6皿HBaBち.」(4オ)
5
10
注(1)正:HeofipeAtsneHHoe.なお 「不 定 法 」 につ い て は 巻2 .26オお よ び 同 注(4)を
見 よ 。 ② 京 大 本 も朱 筆 。(3)正:RPIIHaCTierJlaro皿a.「分 動 詞 」 は 「分 勤 評 」
と も。 巻2.29ウを 見 よ。{4)正:nBe叩HqacTie理aro聰.「切 断分 動 詞 」 は 「切 断
分 動 辞 」 と も。 巻2.31オを 見 よ。{5)朱 点 。 京 大 本 も 同 じ。(6}正:JIIo白山猶.
(7)nro6"叫Siと一・uallの語 尾 を と る の は ロ シ ア 教 会 ス ラ ヴ 語 形 。 元 来 は 能 動 分 詞 現
在 ・短 語 尾 ・女 性 単 数 主 格 形 。Lは 〈ABmafi,ABSiraK)UH>の2形,Kは〈,llBMralOHIf>
の み を 掲 げ る が,い ず れ に せ よ 一911とい う ロ シ ア 的 語 尾 を 有 す る形 態 を 示 す 。cf.
10オ にryllHK)HIIとあ り。{8}正:nro6nB-H、 ⑨ 「セ 」 を 朱 で 抹 消 。 京 大 本 同
じ。Oo)正:noJlto6HB山i'M.抽"ro6nHBaTbcflの形 は18世 紀 ロ シ ア 語 辞 典 に 登 録
され て い る。
CTPaAaTenb}1もler"aroJrs.(1)
所 働 動 詞 ω
1
此章所 働動詞6b1TbF謂フ語 ノ他 動詞 ト連合 シタル者ニノ讐ハ
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藷 。鑑M。,6㍑㈲孟 監砿 、如,
能働動 詞二連合 スル者 ヲ所働動詞 ト云 フ。今其諸法縛移 ノ例 ヲ示 ス。5
「但シ単複種類三名等 ノ別二曲デ縛移スレ任
時也二於 テ韓移スル コ トナシ。典例如左。』(4)
Tbl
OH[E,
HaK皿OlleHieH3缶flBHTenbHOe.
直 説 法
BpeM"HaCTOfllqee.
鞠 藷
r・ルラ セ愛』⑤
eCMb⑥n}06H晩.
eCH川K}6HMh.
eCTh田06HM玉.
復 稽
MbleCMblnH)6MMb.{')
BbleCTeAlo6XMbl.
OIIHCYTb∫Ilo6HMbl.」(4ウ)
10
注{1}正:blarollbi.{2}「所 働動 詞 」 は 「被 動 静」 と も。 巻2.22オ～ ウを見 よ。
{3}正:6blTS.{4)朱文字 の文 に朱 枠 で 囲 む。 京大 本 同 じ。 なお 第2行 の首 「時
也 」 は 「時世 」 の誤 り。{5)京大 本 も朱 筆。(6}は じめecrsと書 き,-Tbを墨 で
抹 消 した の ち にその下 にMbと 書 く。-bは5と 書 こう と した もの をbに な お した
感 が ある。 なお,こ の表 で は動 詞6bπbの現 在形 古形 が す べて明 示 され てい6が,
Lで もKで もこれ ら諸形 は表 中 には示 され ていず,分 詞 の みがす な わ ちいわゆ る
被動 形 動詞現 在 のみ が示 され るだ けで あ る。 ただ しLはeCMb...以下 が存 在 して
い る意味 だ と注 記す る。(7)正:flEO6HMbl.,
OHaeCTb皿LO6MMa.
OHoeCTbnK)6HMo.
OHSCYTbJIK)6HMSI. 1
B:npo皿le且皿leeHeonpeAS皿eHHoe.u)
過 去 不 定
Tbl
OHb
6bmbnK)6HM胞.
OIIa6馴 ・(3)丑田6HMa.
OHO6b晒 ω 丑lo6HMO.
Mbl
Bbl
OHH
OHS
6bmH"lo6MMs.(2)
5
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B:npollleAtueeCoBep皿eHHoe.(5)
全 過 去r
TbI
OHち
6L皿ち 皿K〕6HMb.
墓}一㌦)
10
15
注(1)正IHconpeAEneHHoe.(2}正:ilEo6HMbl.{3}正=6bma.(4)正:6bmo .{5}
mの 下 に 墨 で 筆 記 体 のmを 示 す 下 線 。 京 大 本 も 同 じ。
OHa
OHO
B:
Tbl
OH5
0Ha
OHO
B:
Tbl
OHb
OHa
OHO
6bma(i)nio6MMa.
6bmo(2)nω6HMO.、
IIpoI皿e八皿leeo日HoKpaTHoe.
過 去 一 別
Mbl
皿06blBanbBbl
nK〕6MML:
"06}>IBaJla
珊06HM玉.(3)
no6b田aHO
nKO6nMS.④
OHM
OH'B
no6H醐H
nK)6HMSi[.]
npolHe八lucoHeoAHoKpaTHoe.㈲
過 去 数 回
6blBa皿b(6)
nK)6nMb.
6b1BaJlb⑥
JlkO6"Ma.
6brBaHb(6)
nH)6MMo.
Mbl
Bbl
OHM
OHB
6s!Bann
JIK)6HMI}1.
」(5ウ)
1
5
10
15
注(1) .正:は じめ6bmsと 書 き5を 墨 で 消 して 上 にaと 訂 正 。 京 大 本 同 じ。{2)は じ
め6ムinsと書 きbを 墨 で 消 して 上 にoと 訂 正 。 京 大 本 も 同 じ。(3)正:nro6HMa.
{4)正:nlo6}IMo.{5}正:HeonHoKpaTHoe.(6)正:6blBaJlb.
B:By丑y皿KeeHeonpe爪BJIeHHoe.
未 来 不 定
月6yAyXK}6mtb.MbI
Tbl6y貝e皿1玉 ωnEO6HMb.Bbl
OH56yAeTb(3}JIK)6HM・b.
::1:㌫ご1::g}
B:By丑y皿 工eeo貝HoKpaTHoe.
未 來 一 回
no6biBaK)JIH〕6HMb,Mbl
Tblno6LiBaemb《5)斑
nK}6MMS.
OH5皿06blBaeTち
頂06HM玉.
1二:⊇乱1二1}
皿06nMO.
ω
6yAeMち」1106}IMH.
6yneTellio6"Mら1.
6yAeTbωnH)6HMbl.
no6blBaeMb
fiO6biBaeTe
fio6blBalOTb
『文法規範』巻三
」1K)6HMbl.
」(6オ)
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1
5
10
15
注 〔1}正:Heo叩eABncHHoe.{2)正:6yAc皿b.(3)は じ め6yAy・i・bと書 き,2番 目 の
yを 一 部 朱 で 消 して,そ の 上 に 墨 でeに 訂 正 。 京 大 本 同 じ。(4)正:6ynyTL.⑤
は じ めfiO6blBaUJbと書 き,aと 皿 の 間 にeを 小 書 き に す る 。 正=llo6blBaemb.{6)
正:no6biBacm).
B
Tbl
OH5
0Ha
OHO
:ByAyiileeCoBep皿eHHoe.
未 来
6y双ynK)611Mb.Mbl
6yAeH1ちω 兀106HMち.BbI
6y丑eTあ
JIK〕6HM玉.
nK〕6HMa.
llK〕6HMO.
HaKJIolleHienoBHmHTenbHoe{3)[
OHII
OHS
.]
6yAeML
6yJl"Te(2)
}6ylly・・b
皿lo611Mbl..
1
5
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使 令 法
Aa6y丑ynK}611Mb.
ByAb皿K〕6HMち.
Aa6yAeT'b
nio6MMa.(5}
Aa.6yAeMb
By丑eTeω
八a6y丑yTb⑥
川06HM』1.
」(6ウ)
10
注(1)'正:6ync["b.{2)正:6yAeTe.
{5}sic.{6)正:6ynyirb.
{3)正:HoBeJmTe肌Hoe. (4)正:ByAbTe.
HaKJi・HeHieHe・npeABneHH・e.")
不 定 法
6blTb(2)
6blTb
6SJTb
?
?
過不
安定
?
?
過去
JlK)6HMy.(3)
皿K}61iMo繭.
illo61iMy.(3}
np}璽qaCTie.
分動詞
{JIK)6MMblti.JIK)6HM朋.JIIo6HWloe.
{J[[KO611eHHbM.皿K)6皿eHHa".JIK}6JleHHoe.
{jlio6JleHHb"Uf.JI}06neHHafl.JIK}6皿eHHoe.
男
女
中
6blTL皿K〕6HM兄Mち.ω
ABeflPHqaCTte.
切 断 分 動 詞
1号:霊鑑㍑㍑ぽ
6y耳yqa(5)皿K〕6HM玉.
6yJryqHJ1106HMa.
6ynyqii皿rc)61iMO.
6blBb,6・IB-{
JIK)6nMS.
nK)6HMa.
JliO6HMo.
6SIBh,6bIBaHle(6}JIK)6MMb.
6blB玉,6鮎IBaUIH(6)JIIo611Ma.
6blBb,651Ba皿II(6)nre6HMo.
需1霊鑑H.}JIK)6MM[E,.」(7オ)
1
5
10
15
注(1)正:HeonpeAl}neHl{oe.{2)正:6LITb.{3)短語 尾 与 格 形 。cf.K:6blTbH36HpaeMy,
H36paHy;L,K:6blTbABHraHY.{4}正:nK)61fMaMb.(5)原本 －aか 一}1か判 別 に 苦
し む が ‥aに 近 い 。 京 大 本 も －aと誤 写 。 正:6yny-f.{6)正:6blBaBlllp1.(7)no∬一
の 皿 を は じ め6の よ う に 書 き,朱 で 消 し た 上 に 墨 でJlに 訂 正 。 京 大 本 も 同 じ。
一回(1)no』K)6皿eHHa51.
Bo3」1K)6neHHaH.
"o皿ro6皿eHHoc.
Bo3川K)6"e}田oe. :::::蒜li[,][}r}::ll::
1
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?
?
?
? {JIK)6nMBaHHbnt.JIK)6n"BblHHax.ωJIIo6皿MBblHHoe.(5)1灘;H[.]愚1籔i{
Cp「bAHie]「皿aronb.(6)
中 性 動 詞
遣遥ス
此 章 中 性 動 詞 ノrymaTbト謂 フ語 ノ諸 法 韓 移 ノ例 ヲ示 ス。
5
10
HaK皿oHeHieH35月BMTenbHoe.
直 説 法
BpeM兄HaCTOfl叫ie.(7)
現 在 」(7ウ)
注(1}前 葉 よ り続 い て い る。 す な わ ち 「過 去 一 回 」。(2)正:fiO6SIBaBlliH.{3)前葉
か ら続 い て い る ゆ え に,大 カ ッ コが 抜 け て い る。(4)正=JliO6nvaBamiax.{5)正:
Jlm6nHBaHHoe,(6)正:r"arOllbl.なお 「中 性 動 詞 」 は 「普 働 辞 」 と も い う。 巻
2.23オー ウを 見 よ。{7}正:HaCTOALIIee.
「yJmK}.
(2)
Tblry皿fle皿lb.
OHb
OHa
OHO
「y朋eTL・
Mbl
Bbl
OHII
OHB
ω「YJSM5
・
「yJI51eTe・
「YJIAIOTVb・
1
5
B:npoLuenuleeHeonpeAB.neHHoeビ③
過 去 不 定
ry朋 皿5[,]-0.ω
TblryJUI川 面[,]-a.
§i{}・y－ω
Mb1
Bbl
OHM
OH'B
「yJIslMI.
10
B:npo田[eAllleeCoBepuleHHoe.
全過去 」(8オ)
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注(1)正:rynfleMb.② 正:rYJIＬle-b.{3)正:HeonpeABneHHoe.(4)正 －a.(5}
OHa,OHOに 対 し て は そ れ ぞ れry朋na, .rynHAOを対 応 さ せ る べ き 。
Tbl
OH5
0Ha
OHO
Bl
TbI
OHS
OHa
OHO
ry・51n五[,]-a.ω
Mbl
Bbl
OHH
[,]-o.OHI}
npo正llcA田eeO八HoKpaTHoe.
過 去 一 皿
Mbl
Bbl
nory皿fi皿s[,]-a.(‖)OHH
[,].o.OH包
ryJI∬朋.
noryJlfllH.
B:叩o・IleA皿eeHeoAH・KpaTH・e.(2)
過 去 数 回
A|Mbl)」(8ウ)
1
5
10
15
注U}sic.OIIbは －nb,
o貝HoKpaTHoe.
OHaは －na,他は 面 形 あ り う る が,sic.とす る。{2)正HC－
Tbl
OH5
0Ha
OHO
B':
ω「y皿Ba皿』
Bbl
OIm
[,]-o,OHB
6y凪y皿KeeIIeonpeAも"eIIHoe.
未 来 不 定 ω
Iy∫晒IBa∫IH.
(2}
1
5
A6y丑yry朋Tb.Mbl6yAeMb
Tbl6y丑e皿5(4)ry』1兄Tb.BH6y丑HTe《5)
翻6y… 可一:ll}6ynyTb
B:By瓜y叫eeOllHoKpaT}lifi(6)HCoBep－
皿eHHnoe.未 来 一 回 並 未 来
nory皿月K}.MLInory皿neMb.
ωBLI皿ory朋eTe
・THnory皿He皿lb.
「YnfiTb・
『文法規範』巻三
」(9オ)
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10
15
注(1)正=ry皿HBaJIS.なお,OHaに 対 して は 一皿aと あ る べ き 。8ウ な ど の 表 で は －nb,
-ilaと表 記 さ れ る べ き と こ ろ。{2)正:HeonpenSneHHoe.(3)は じめ 「未 来 一 回 並
未 来 」 と書 き,そ の 上 に 紙 を は っ て,さ ら に そ の 上 に 「未 来 不 定 」 と書 い て 訂 正 。
{4)正:6ynemb.(5}正:6ynere.{6)正:OmloKpaTHee.{7}正:皿ory皿鵬mち.
OHb
OHa
OHO
no「y皿He]防・
OHn
??
?
nory皿月10Tb・
HaKJloHeHielloBM皿HTenbHoe.
使 令 法
Aary朋K〕.丑aryJ]■eM5.
『yJlfln.(2)ry皿fillTe.(3)
A・'y皿 ・leTb・A・rynsiroi'b・
H醐 ・HeHieHeO叩e蜘eHH・e.ω .
不 定 法
『皿HTE.{5).'」(9ウ)
1
5
10
注{1)正:IIOBenHTeJ15HOe.
Hoe.(5)正:rYilfiTb.
(2}正:Fy朋所,〔3)正ry朋MTc.{4}正:HeonpeABneH.
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
此 章 再 編 動 詞 ノneqaWlmbcsノ轄 移 ヲ示 ス。」
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npHqacTie.1]LSenpH可acTieω
分 動 詞 切 断 分 動 詞
rymaK)llKiti.ry皿H)qH,(2)ry皿A月.
1"y皿fiBi皿iB.rynaKol皿va,《3)rynHBL。
ry_1・.ry_。iωry_.
nory朋BIIiiti.nory皿BUm,llorynflBb.
ry孤 月BaB姐i首.⑤ryJIABaBlllll,(6)rYAVaBaBb.
Bo3BpaTHslernarons.ω
再開動詞⑧
患フ
(10オ)
1
5
10
注(1)正:丑 脱nPHqaCTie.(2)-qvaの語 尾 が 示 さ れ て い る こ と に 注 意 。cf.4オ。{3}
は じめ －aと書 き そ の 上 部 を 抹 消 して －Hに訂 正 。 た だ し正:ry朋B皿H .{4)は じ
め －Bl頭とBを 書 き,上 部 のYを 鉛 筆 で 抹 消 。 京 大 本 －Bの ま ま。{5}正:rynHBa-
E山iH,(6)正:ryＬIMBaBlliM.(7)rnaro"bl.{8)「再 蹄 動 詞 」 は 「蹄 働 辞 」 と も。
巻2.23オを 見 よ。
TbI
O肌
OHa
OHO
HaKlloHeHieH3●月BIITe∬hHoo.
直説法
BpeMJIHaCTOA叫ee.
現在
[工cqaJIIoC兄,-C玉.(1}
ω11eqaJlHTC兄
.
ne弓aJlnTCfi.
MbI
Bbl
???
??
Bp:npollleAllleeHeOnpeJIもlleHHoe
IIripoule丑皿leeCoBep皿leHIIoe.
過 去 不 定 並 全 過 去
HeqaJIHMCH.
(3)neuaJIHTCCA
.
(4)negaJIIOTCS
.
(5)
1
5
10
neqannllcfl,-a,-cb,[一]CH.(6)
『文法規範』巻三
Mbl)」(10ウ)
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注{1}正:-Cb,な お,-CAはKもLも 母 音 の 後 は －Cbとあ る。 よ っ て,"eqareCbとあ
る べ き 。 し か し現 実 に は 一c"の表 記 も許 容 さ れ て い た と 思 わ れ る 。 以 下 の 表 で は
母 音 の 後 は －Cbと正 す 。 〔2}正:JieHaJinLUbCAt京大 本 も 同 じ。(3)正=皿eqajmTecb.
{4)正:fleqaJlflTcH.(5)正:HeofipeABneHHoe.{6}正し く は －acb,-a帆か 。注1を 見 よ 。
ωTblneqaJIHJIC51
,,,.
OHちneganliJlc".
OHaneqanHnaCA[,].Cb.(n
OHO皿eqa腿 皿ocs[,].'Cb.(▲)
B:rlpo皿leAmeeol嘔oKpaTHoe.
過 去 一 回
ll.,}n・n・…:1::=Cfl.ω
OHbnoneHa皿HJIc兄.
OHanoneqa皿"naCfl..ω
OHonOfieqaJIUIIeCfl.㈲
B:npo田e丑 皿leeHeoJIHoKpaTHoe.ω
過 去 数 刑
訂
:ll
OHO
IIC町aJI匹IBI)JICfl,一
(8)aCb
,-Cb.
(8)n【e町aJIHBanCA
.
(9)IleqaJIIIBaJIac兄
.
(日DneqaJIHBaJIOC兄
.
Bbl
OHH
OHB
neqanHnCfl[,]-Cb.c2)
:}n・ … 一[,]一 ㈹
:ll}n・ne－㈲
:}・…r[・]一
:ll}n-一 ㌻(11オ)
?
?
?
5
10
15
注{1)sic.な お 前 葉10ウ 注{1)参照 。(2)正:neuanltnticb.{3)正:noneqaJIImMcb.
{4)正:nonegaJJ}macb,(5)正:noneqanMnllcb.{6)正:noneqaJIHnocb.(7)正l
HeoAHoKpaTHoe.なお 原 本 －HoeのIIは は じ めb1と 書 き,の ちHと 訂 正 。'京 大 本 は
－Hoe.(8)正:lleHaJloBaJr・・.以 下 す べ て －Jlo－を 一nHと誤 る 。 な お 前 葉10ウ 注(1)参
照 。(9)正:neqanoBaJlacb.ae)正:fiegaJloBaJIHcb,00正:皿egaJloBaJlocb.
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B:6yAyllXeeHeofipeAB皿eHHoe.ω
未来不定
。。1:lll-.,,)}一・c凡:
OHLO聞
OHa6yAeTb
ωneqa皿HTC兄
.
OHOOHS
B:6y丑y叫eeoAHoKpaTHo=HcoBeP-
UleHHoe[.]未 来 一 面 及 未 來
(5)fionega皿K)C兄
,-Cb.Mbl
(6)TblflonegaJlllmc兄
.Bbl
OHbOHH
OHaIlone唖aJIHTc兄.
OHOOHB
HaKJIoHeHienoBe"HTe皿bHoe.
使 令 法
6yAeMS
6yAyTe(3)
6yAyrb
旺eqaJ]PiTb[,]-
C兄.
fioneqaJIHMCfi.
noneqa皿TeCH[,].㈲
Cb.
(7)noneqa皿K}TbC兄
.
」(11ウ)
i
5
10
15
注{1)正:He・npeASAeHH・e.
京 大 本 も 同 じ。(5)sic.
Ileqa皿flTCfl.
{2)IE:6yACUis.{3}了EA.:6yAeTe.{4)iF:neqanm5cfl.
10ウ 注{i)を見 よ 。{6)正=nOIIeqaJIHurbCM.{7)正:no－
Aanega珊OCb.八aneuaJ]mfcfl.
neuaJl帆 ωneqa朋T帆.Cb②
AafiellanliTcfi,[丑a]neqanr・T帆 ㈲
HaKpoHeHieHeOnpeAs皿ellHoe.(4)
不 定 法
HeHaJIHT帆⑤
npHqacTie.ノ 文悟enplluaTie.(6}
1
5
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?
?
分 動 詞
neqaJl"-itiCfl(7)
婆歪n。 醐 、B田i口、。.⑭
塁1
切 断 分 動 詞
neqanfiCfl[,]-Cb,(8)
c9)neqan兄叫H
.
neqaJmB田HC兄,(1D
(IDneHa皿HB田H
.
fleyaJIHBmnCH,(1D」(12オ)
10
注(1)正:neyanbcH.{2}正:1'le可aJlbTecb.{3)正:ncqa朋Tc月.(4)正:HaiuioHeHie
Hconpe鵬∬eHHoe.第1の 語 中 のnをpに 誤 る の は 日本 人 的 で あ る 。 以 下 こ の 巻 で
は2度 現 わ れ る:12ウ,18オ 。(5)正:neqanmbc兄.{6}正=」[asefip"HacTie.
{7}正:ileqanfitllitiCfl.、{8}い わ ゆ る 副 動 詞 の 場 合,母 音 の う し ろ で は 一c』が 普 通
だ が,-c兄 の 形 も 許 容 さ れ て い た と 思 わ れ る 。 な=おL,Kは と も に 〈ABSiranCb,
,[(BMraK)¶IC5.〉の よ う に 例 示 す る 。 ま た 形 動 詞 に つ い て は,L,Kも 今 日 同 様,母
音 の 後 で あ っ て も －Cflの形 を 保 持 す る:ハBHra}o面緬,aflCfl,eeCfl.,etc.(9}正=
neqa朋lullcb.‖O)正:negaJIHBLHincH.(1D正:n朗anHB山Mcb.
過一去
回
?
?
?
?
此節両働動詞ノCnPHTb
neyanuBl皿itiCfl.neqaJ1}IBIIIHC兄[,]_Cb,(1)
(2)皿OllegaJIHB皿IH
.
negaJIMBI、IHCfi[,]-Cb,(1)
B3aMMHbler皿arOJIb.(3)
両 働 動 詞 ④.
争論 ⑤ ノ轄 移 ノ例 ヲ示 ス
。
HaK皿oHeHie(6)レ13LflBliTellbHoe.
直 説 法
1
5
BpeMflHaCTOfl叫ee.
現 在
Tbl
Cllopro.
CnOPH皿rb.ω
Mbl
Bbl
Cr【OPMM5.
CnopETe.」(12ウ)
10
注(1)12オ 注(8)参照 。(2)正:Ilo"eqaJIIIBLIISICb.{3}正:Fnaronb!.{4)「面 倒 動 詞 」
は 「両 動 辞 」 と も。 巻223オ を 見 よ。(5)正:CnopllTb.(6}HaKJio－のJIを は じ
めpと 書 こ う と して,縦 棒 の み を 書 い て 気 づ き,こ の棒 を 朱 で 抹 消 しnと 訂 正 。
京 大 本 も 同 じ。cf.12オ注(4}.(7}正=CIIOPMMb.
86
0Hb
OHa
OHO
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CnOPH皿旦b.(o
OHH
OH・b
CnOPATb.
Bp:npo皿1eAllleeHeOnpeAl島lleHHoe(2)
Hnpo皿[eA】山eeCoBepLllemloe.
過 去 不 定 並 全 過 去
TH
OHb
OHa
OHo
B:
Tbl
OHb
OHa
OHO
} MbICnOPHns. Bbl
CfiOPMIIs.OHH
CfiOPMna.㈲OH・B
CnOPMfiO.
UpOUIeJ1皿IeeO八HOI(paTHoe.
過 去 一 回
} MbIIIocnOPM皿b[,]-a. Bbl
IlocnOPMnb.OHH
nocnOPMHa・
nOCIIopn皿o[.]OIIB
CfiOPMnn.
rloc皿OPH皿H.
」臼3オ)
1
5
10
15
注{1}正:Cnopliτb.(2}正:Heo叩enもJlelllloe.
pの 間 にoを 小 書 き す る 。 京 大 本 も 同 じ。
(3)はじ めCnp－と書 き,の ちnと
TbI
OHb
OHa
Om
B:Ilpoi・e丑iueei{eoAHoKpaTHoe.(')
過 去 数 回
} MblCnOPHBaJ1ち[,]-a. Bb1
CnOPMBanb.
CnOPHBa皿a.
CflOPHBa皿o.
OHH
OH・B,
}C・1・PMBaJIH・
CnOPHBaJIH.
1
5
B:
Tbl
OHb
OHa
OHO
B
6yAymeeH・0・p・輌eHH・e.
未 来 不 定
6yAy
6y丑elUム② Cnob"irb.(3)
6yAeT'b
Mbl
B鮎l
OHH
OIIも
6y双eM五
6yJLnTe(`)
6yAyTS
:6y月y皿leeO双HoKpaTHoeHCoBepllleHHoe.
未 来 一 回 並 未 来
『文法規範』巻三
CnOPHTb.
87
」(13ウ)
10
15
注{1)正:HeoAHoKpaT}{oe.{2}eの下 方 に 朱 筆 抹 消 あ り。 京 大 本 も 同 じ。 正:6yAe-
mb.{3)正=Cnopmb.京 大 本 も同 じ。(4}正:6yAeTe,京大 本 も同 じ。
T』1
0Hb
OHa
OHO
nocnOPK).
〔1)
nOCIIOPH-s・
nOCIIePllTb・
M田
Bbl
OHH
OH・B
fiocnOPHMb.
nocnop】邊Te.
Roc皿OPflTb.
HaKfioHeHienoBHnHTefibHoe.(2)
使 令 法
丑acnopro.21(aCiiOPMMS・
CnOPb.CIIOPHTC.(3)
AaCnOPHTb.ノlaCnOPK}Ts.(4)
HaK皿・IleHieHeOflpell'B皿eHH・e.㈲
不 定 法
CnOPHTb.(6)」(14オ)
1
5
10
注(1)田 は 筆 記 体 の 場 合 に ・書 く 下 線 を 伴 う 。 京 大 本 も 同 じ 。 正:fiocnOPMmb.(2)
正:noBennTellbHoe.(3)正:CnopbTe.{4)正:CIIopH'rb.(5)Heはカ ギ 印 を 使 っ
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てす ぐ後 に同筆 で書 き込 まれて い る。(6)正CnOPmb.
nPHqaCTie.
分 動 詞
きC・ ・p・哺 ・
過去不定CfiOPMBI皿i口.
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(2)
CnOPHB皿1揃.
noc"OPHB皿in.
CnOPHBaBmi亘.
丑rBenPHqaCTieω[.]
切 断 分 動 詞
Cnep兄U且H,Cfiop牙.
}C-PH-"sCnOPMB五.
rlocnopHB皿H,]]ocnopHB玉.
CnOPMBaBllＬH,CnOPHBaBb.
fiOMOraTellbHblel""aronb.㈲
助動詞el
有為 全上
此 節 助 動 詞6b1Tb,MMSTb等ノ縛 例 ヲ示 ス。
HaKJIOHeHieH3bflBHTe∬bHoc.
直 説 法 」(14ウ)
1
5
10
注(1)正:、 恥enPHqaCTie.{2)はじめCnopnBllliilと書 き,叫 の下 の カ ギ を 朱 で 抹 消
し 田 に 訂 正 。 京 大 本 も同 じ。{3)正:rAaronb!.(4)「助 動 詞 」 は 「助 働 辞 」 あ
るい は 「助 辞 」 と も。 巻2.23ウを 見 よ。
兄ω
Tbl
OH6
0Ha
OHO
B
TbI
BpeMAHaCTOfiiuie.ω
現在
(3)有 りeCMH
.
CCH.
eCTb.
M』I
Bあ1
0HH
OH唱
ωeCM島L
eCTe.
CYT5.
:np・L・leA皿eeHe・1]peＬLSJIeHH・eiil'lp・・l eA田ee㈲
[H]COBepmemloe.過 去 不 定[並]全 過 去
}6bl皿b・ 剴
1
5
10
「文法規範』巻三89
011ち65正 日る.
OHa6bma.
OHO6Lmo.
OHM
OHb
B:npo皿leA皿leeoAHoKpaTHoe.
過 去 一 圃
6bmll[.]
」(15オ)
15
注(1)正:HacTOHIIIee.{2)筆記 体 が 古 い 書 き方 に よ る。(3)正:eCMb.な お 以 下
の6blTbの現 在形 に関 して はKは,す べて の 諸形 につ き 「ス ラ ヴ語 の書籍 の 中で 」
と注 し,LはEcMs,ecH,ecM6T,ecTeの諸 形 は 「用 い られ ず 」,cYTbは 「書 簡 中
に の み 用 い ら れ る 」 と注 す る。{4}別 珍eCMH.⑤ 原 本1'IPOIIienmeeの語 尾 －ee
の 最 後 のeが や や 不 鮮 明 。 京 大 本 －llleiの如 し。
fino6LIBaJib[,]-a.《1)MLI
THno6biBa肌[,]-a.(1)BLI
OHちno6HBa耶.(1)OHM
OHano6biBa凪 ω
OHoflo6blBano.ωOHI}
no6HBa肌 ω
皿06HBa皿a.(2)
1
5
BrIpo皿1eAmeeHeO丑HoKI)aTHoe.(3)
過 去 数 回
:}6-⌒
OHち6b1Ba皿b.
OHa'6blBaJla.
01106ムIBa皿o、
Mbl
Bbl
OHH
OH・B
6』IBaJIH. 10
B:Byny・ ・LeeiieOnpcABneim・e.`4)
未来不定
Tbl
6y丑y.
6yAi田b.(5)
Mbl
Bbl
6y貝eM玉.
6ynHTe.⑥ 」(15ウ)
15
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注{1)rloと6b!Banbは 一 綴 り で 綴 る べ き 。(2)正
正:HeoAHoKpaTHoe.{4}正:Heonpe畑 皿eHHoe.
(6}正=6yAeTe.京 大 本 も 同 じ。
:no6biBanH.京大 本 も 同 じ。 〔3)
(5}正:6yAemb.京大 本 も 同 じ。
OHち
OHa
OHO
B:
Tbl
OHS
OHa
6Ho
B
Tbl
OHb
OHa
OHO
OHH
6yAeTb.
OHも
EyAyllleeoAHoKpaTHoe.
未來一回
1106b1BaK〕.ωMbl
n・6blBa叫(4)Bb1
0HH
no6b1BaTb.⑥
OH・B
:ByAy皿耳eeCoBep皿eHHoe.
未 来
6yAy.Mbl
・6yne皿b
.`8'Bbl
OHH
6y貝eTb.
0丑凸
6y丑yTL.Φ
no6biBaMb.(3)
no6blBaTe.(5)
no6blBa}OTL.①
6y凪eMS.
6yi(nTe.(9)
6y丑yiS.
」(16オ)
1
5
10
15
注(1}正
(5}正
(9}正
6y丑yTb.② 正:no6biBaK).(3)正:no6siBae"fb.{4)正:no6bsBae田 』.
flo6biBaeTe.(6)正:no6』1Baeτb.(7}正:no6blBaK)rb.(8)正:6yAeLub.
6yAeTe.
HalCnOHeHieHoB"JmTenb}loe.ω
使 令 法
Aa6yny.
ByAS,
丑a6yAeMち.
6y八eTe,(2)
1
双a6y凪eTる.江a6yAyrb.
HaKnoHeHieHeo叩e丑aらllelmoe.③
不 定 法
BblTb.
npngacTie.」][BenpHqacTic.〔4}
分 動 詞 切 断 分 動 詞
裂Cym。M.…By、y。 。.」(16ウ)
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5
10
注(1)正:HOBen"TenbHqe.{2)正:6yAbTe.
ABenPligaCTie,{5}正:Cy叫VM.
(3}正:HeOfipefiBneHHoe.(4}正
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Tbl
Eb1E皿iM.6blB胞,6HBHIH.
no6LIBaBHli口.no6LIBaBb.ω
EblBaBllliti.6blBaBlllH,6blBaBs.
BblBaB皿iiti.6blBb,6blBl.IIM.(2}
此節鰯 劃HMちTb、酬 。示ス。
HaKJIoHe亘ieH3品BHTe皿bHoe.
直 説 法'
BpeMfiHaCTO元口ie.(3)
現 在
HMもK).MbJHM「 払eMb.
ldMBellls.ωBblIIMaSeTe.・ 」(17オ)
1
5
10
注{1)も う1形,m6HBaBmnも 加 え る べ き か 。(2)sic.
き か 。(3)正:'HaCTOHtqee.{4)正:HMBelllb.
6blBaBS,6bTBaBmHと正 す べ
OHb
OHa
OHO
HMBel■,.
???
??
HMもK)1玉.
1
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B:fipo田eAmeeIleonpeJl'Bnemioe,(i}H
CoBepll】leHHoe,OAHoKpaTHoe,lle
O刀HOKpaTHoe.(2)
過 去 不 定.及 全 過 去.同 一 回.数 凪
T51
0Hb
OHa
OHO
B
Tbl
OIIs)
OHa
OHO」
} MblHMも皿b. Bbl
HM島皿・b.01m
fiMBIIa.
HMS凪(3)OIIB
正3yAy皿leeHqOnpeAB皿eHoc.
未來不定
6yAyHMBTb.MbI
6yAC皿IS(5)HM唱Tb.Bbl
liM・Blls.ωO皿
(6)MMもTb
.HMBna.
nMBIIo.(6)OHS
(4)
HM屯Jm.
:麗}・IMBTb・
6yAeTb(7)HM'BT'b.(8)
」(17ウ)
5
10
15
注(1}正:HeofipenBneHHoe.(2)正=HeonHoKpaTIIoe,{3}正:nMBno,京 大 本 も 同
じ。(4)正:HeonpeA加eHHoe.(5)正:6yAeillb.㈲sic.こ こ にHMBHb,ilht3na,
mfBnoと あ る の は 誤 り。 京 大 本 は こ の 部 分3つ を 大 カ ッ コ で ま と め て6yAei'b1形
の み を 示 す 。 す な わ ち 〈OHb/OHa/Oilo6yAelrbIIMB'1'b>とす る 。 こ れ が 正 し い 。 珍
し く,京 大 本 の 筆 写 者 に よ る 変 更 で あ ろ う。(7)正:6yAyTb.(8)正=ltMSTb.
B:ByAy-eeoAHoKpaTHoeH・CoBepllleHHOe.
未来一閲及未来
Tbl
O冊
OHa
OHO
(DBO3玉11MもK}
.
(3)'BO3bHM「島田 ち
.
(5)BO3bMM'B'1'b
.
:}… 玉
OIIII
OHS
BO3㌔
(2)HM宅eM玉
.
ωHMIEeTe
.
(6)HM唱H}Tb
.
1
5
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HaK皿oHeHiefioBepmellbHoe,m
使 令法 .
AaHM$io.
ωHM唱K).
AaHMBMS.(8)
MMBeUTe.(10)
10
Aa蹴 舳.四 八aHMBI・・rb.
HaKＬloHeHieHe6npe丑おJleHHoe(12)[.]
不定法
HMもTム. 」(18オ) 15
注(1)正 二BO3bnMbro.以下,表 でBO3bを 離 し て 綴 る が,す べ て 続 け て 一 語 と し て
綴 る べ き 。 な お ふ つ う の 綴 り はBO3blMBTb.以 下 い ち い ち 言 及 し な い 。(2)正:
Bo3bMMI)eM5.{3)正=Bo3甜M由eulb.{4)正:Bo3sliMBeTe.{5)正:Bo3bHMEeT・E,.
(6}正:BO3bnMSron.(7)正:nOBenliTenbHoe.はじ め のnをpと 誤 っ て い る 。 日
本 的 誤 り。(8)正:HMBeMb.(9)正:HM樋.醐 正:HltfsitTe.京大 本 も 同 じ 。
01)正:HMaSCT・b.聞 は じ めon－ をop－ と 書 き,pの 棒 の 下 部 を 朱 筆 で 抹 消 し,n
に 訂 正 す る 。 京 大 本 も 同 じ。 正:Heo叩eATsnemsoe.
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
nPHgaCTie.
分動詞
ロサ
HMBK}ll.llit.
　ロ
HM'BB皿11H.
HMも田涼.ω
Bo3ちMMBB皿li酋.(4)
　り
llM'BB田IH.
八r島enPHqaCTie.(1〕
切断分動詞
"MBieqn,(2}HM・Bfl.
工::}nM'BBb.
BO3511MBB皿H,(`)BO3E,[.]
{4)HMBB玉
.
HMおBnm,PIM「BB玉.
」(18ウ)
1
5
注{1}正:Asenpll・lacTie.{2}18世紀 ロ シ ア 語 辞 典 に は こ の ほ か に,nMBK}lucの形
も示 さ れ て い る。(3}は じめBo3sと 書 き,こ れ に 白 紙 を は っ て 抹 消 。 京 大 本 な
し。{4}BO3bは次 に続 け て 一 綴 り。
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